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フ
ー
、
．

自
動
化
時
代
の
挑
戦
者
介
ち

彦2

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
多
く
の
受
注
を
勝

ち
取っ
て
き
た。
一
方
で、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
バ
ブ
ル
崩
壊、
製
造
業
の
空
洞
化、

金
融
危
機、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と
幾
多
の

荒
波
に
も
揉
ま
れ
て
き
た。

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
だ
の
が
「
自
社
技
術
を
生
か
し

た自
社
製
品
の
開
発」。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
で
売
り
上
げ
も
半
減
す
る
ま
で

落
ち
込
ん
だ
同
社。
だ
が、
三
代
目
の
バ

ト
ン
を
引
き
継
い
だ
坂
社
長
は、
厳
し
い

時
期
に
あ
え
て
挑
戦
の
道
を
選
ん
だ。
そ

し
て、
い
ず
れ
く
る
自
動
化
ニ
ー
ズ
を
見

越
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が、
小
型
で
静
糠

性
の
高
い
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
開
発
だ
っ
た。

一
般
的
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
に
は
ピ
ス
ト

ン
の
往
復
運
動
に
よ
り、
シ
リ
ン
ダ
容
積

を
変
化
さ
せ
て
気
体
を
圧
縮
す
る
ピ
ス
ト

坂製作所 ・ 坂栄孝社長

2022年（令和4年） 9月25日

「
当
社
は
い
い
時
も
悪
い
時
も、
元
請

企
業
の
景
況
や
事
業
計
画
の
変
更
な
ど

と
い
っ
た
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
続
け
る

塵
で
し
た」
こ
う
語
る
の
は、

京
都
で

切
削
加
工
を
手
が
け
る
坂
製
作
所
の
坂

栄
孝
社
長。

1
9
6
0
年
創
業
の
同
社
は、

京
都
に

製
造
拠
点
を
置
く
主
要
大
手
メ
ー
カ
ー
の
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1 空圧ハンド向けエアコンプレッサ

耐
久
性
と
静
穏
性
を
高
レ
ベ
ル
で
両
立

ン
方
式
の
も
の
が
構
造
的
に
も
簡
単
で

か
つ、
低
コ
ス
ト
で
製
造
で
き
る。
一
方

盈
動
と
騒
音
が
大
き
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る。
こ
れ
を
自
動
化
股
備

の
近
く
に
置
い
て
使
う
と
な
る
と、
正

確
な
位
置
決
め
が
出
来
な
く
な
り、
現

実
的
に
運
用
は
難
し
い。

同
社
が
開
発
を
進
め
た
の
は、
耐
久

性
と
静
糠
性
に
優
れ
た、
超
低
振
動
の

ス
ク
ロ
ー
ル
式
コ
ン
プ
レ
ッ
サ。
ス
ク
ロ
ー

ル
式
に
求
め
ら
れ
る
の
は、

内
部
の
機
密
性
を
保
て
る
よ

ヽ

う、

渦
巻
き
形
状
の
固
定
ス

ク
ロ
ー
ル
と
可
動
ス
ク
ロ
ー

ァ

ル
の
精
密
加
工。

耐
久
性
ま

で
確
保
す
る
と
な
る
と、
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
絶
妙
な
す
り

合
わ
せ
が
必
要
と
な
る。

こ
う
し
た
技
術
的
課
題

超
小
型
コ
ン
プ

を
乗
り
越
え、
さ
ら
に

習

[
〗
[
叫
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開
発
の
技
術
要
素
が、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
の
劣
化
の
原
因
と
な
る
チ
ッ
プ

シ
ー
ル
材
を
必
要
と
し
な
い
「

チ
ッ
プ

シ
ー
ル
レ
ス
化」
を
実
現。

通
常
の
ス
ク

ロ
ー
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
よ
り
耐
久
性
の
高

い
製
品
が
完
成
し
た。

■
脱
炭
素
ニ
ー
ズ
に
も

応
え
る

か
く
し
て
2
0
1
4
年
に
出
来
上

が
っ
た
の
が
超
小
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
「
m

o
t
e
c
o
n
」。
2
0
2
2
年
の
現
在

ま
で
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね、
現

在
は
1
5
1
X
1
4
4
x
2
2
O·
5l
い、

重
さ
4キロ
グ
ラ
ム
と
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
ら

れ
る
サ
イ
ズ
ヘ
と
進
化
し
て
い
る。

稼
動
時
に
発
生
す
る
音
量
は
わ
ず
か

撃
シ
ベ
ル。
こ
れ
は
図

喜
や
静
か
な

オ
フ
ィ
ス
と
同
レ
ベ
ル
の
静
粛
性
で
も
あ

る。
さ
ら
に
ほ
と
ん
ど
振
動
し
な
い
た
め、

ロ
ボ
ッ
ト
の
架
台
に
載
せ
て
の
運
用
を
可

能
に
し
て
い
る。

こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ。
同
社
は
近
畿
経
済
産
業
局
主
催

「
関
西
も
の
づ
く
り
新
懲、
京
都
商
工

会
議
所
主
催
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト」
な
ど
多
数
の
受
賞
を
果
た

す。
さ
ら
に
は
エ
ア
機
器
で
世
界
有
数

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
メ
ー
カ
ー
が、
坂
製
作

所
の
扉
を
叩
く。

「
メ
ー
カ
ー
樟
は
「
ウ
チ
で
も
こ
う
い
っ

た
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
作
り
た
か
っ
た
が、

ど
う
や
っ
て
も
出
来
な

か

E]
と
仰
っ
て
く
れ

ま
し
た。
現
在
は
当
社
製

品
の
代
理
販
売
を
行
っ
て

頂
い
て
い
ま
す」
（
坂
社

長）
す
で
に
同
社
の
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
は、
産
業
用
や
協

働
ロ
ボ
ッ
ト
の
空
圧
ハ
ン

ド
用
の
エ
ア
源
と
し
て
活

用
が
始
ま
っ
て
い
る
が、

自
動
化
と
は
別
の
ニ
ー
ズ

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る。
一

般
的
な
工
場
で
は
電
力
消

費
の
20
S
25
％
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る。
そ
の
多
く

が
大
型
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
か
ら
エ
ア
配
管

を
経
て
送
り
込
む
集
中
管
理
方
式
で
あ

り、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
も
大
き
い。

「
当
社
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
な
ら、
使
用

し
た
い
部
分
だ
け
に
エ
ア
を
送
る
分
散
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国；場品ぷ品；場で挑む

躙
オンライン座談会

こんなに変わった！
ロポット導入環境

闘これからの
モノづくりに
必要な生産財充実する協働ロボット•AGV ・ エンドアームツール

EV、DX、GXへの対応が迫られている。 この動きは
労働人口の減少から近年急務となっている生産性向上、自
動化や脱炭素への対策として加速しているように見える。
2号連続特集の第2弾としてロボット、 マ テハン、切削工具、
新素材を取り上げる。

1 次号は 1 
方
式
に
で
き、
大
幅
な
省
エ
ネ
に
な
り

ま
す。
す
で
に
頻
繁
に
ラ
イ
ン
変
更
が

行
わ
れ
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
様
の

製
造
現
場
に
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す」自
動
化、
脱
炭
素
化
の
波
を
捉
え
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
「
メ
ー
カ
ー」
へ
の
進

化。
技
術
力
に
僅
れ
る
中
小
企
業
な
ら

で
は
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
だ

ろ
う
か。

1960年設立 社員12人
京都府京都市右京区花園伊町44-12
精密部品加工及び製品開発•製造・販売

同社のメイン事業は生産設備 ・ 自動機等の部品加工 ・

組立、試作。いずれも高精度かつ短納期で対応できる
強みを持つ。またより高度なノウハウが求められる中ロッ
ト生産品も請け負っている。こうした中、小型コンプレッ
サの心臓部でもあるスクロール部分の切削は、従業員が
帰ったあとの夜間運転でまかなっている。「日中はサプライ
ヤー、夜はメーカーです」（坂社長）

次号は10月10日の発行です。特集面では「働き方
改革」にフォ ー カスし、「企業と働き手」の双方に貢献
する設備やソリュ ー ションについて、 またワ ークライフ
バランスを実現する企業の取組み事例について複眼的に
綴ります。消費財面では暖房シーズンを控え「あったか・

安心 ・ 便利な冬物アイテム」を企画特集します。
次号から弊紙は、、 より見やすく、 カ ラーが映えるよう

新聞用紙を白色系の強いタイプに変更し ま す。引き続き
ご愛読の程、 お願いいたします。


